
弊社のデジタル技術の活用及び DX の推進の取組みについて 

１ 事業コンセプト 

「住宅の躯体領域のデジタル施工と建物 DX 推進」 
 

① 土地の３D 測量と土地情報共有 
② 地盤補強打設位置のデジタル位置決め 
③ 基礎型枠設置位置のデジタル位置決め 
④ デジタル基礎検査１・２ 
⑤ デジタル骨組検査 
⑥ ５段階で完結するデジタル位置決め 
 
２ 事業方針 

① 躯体領域のデジタル施工の完成度向上と、施工の基準化。 
② ①を含め、建築会社向けに建物全体の施工基準（施工要領書）の提供を 

ベースとした５つの検査で構成する、デジタル施工報告スキームを提供。 
③ 「施主」「建築会社」で必要な、効率的情報連携をサポート。 
 
３．建物 DX 事業戦略 

① 役務の高度化 
「躯体オペレーション」システムで位置決めの 
デジタル化※1 を推進   https:// kutaioperation.jp 

② 施工基準の明示 基礎＋建物全体の「デジタル施工要領書」の提供 
③ 施工情報の共有 IT ツール構築による施工情報スキームの提供 
④ 施工結果の明示 IT ツール構築による施工結果情報スキームの提供 

※１ 位置決めのデジタル化は躯体施工の工業化に繋がります 

 
４．その他の取組み 
躯体領域で行う４段階で構成する基礎施行をパッケージ化した、住宅基礎の 
商品化によりデジタル施工率の向上を図り、これまで未整備であった施主が 
「家を建てた後」にフォーカスした、建物情報提供サービスの確立を含めて 
建物設置・維持管理領域をターゲットとした建物 DX の推進を進めます。 

５．躯体オペレーション対応事例（不整形地） 
 
 
 
 
 

 

 

① 土地の３D 測量  ② 地盤補強工事 D 位置決め ③ 基礎型枠 D 位置決め 1 

   

  
  ④ 基礎型枠 D 位置決め２    ⑤ デジタル基礎検査 

不整形な土地で行う 

建物位置決定には 

多くの時間が必要になる上, 

建物配置がズレた場合の施工

リスクが内在します。躯体のデ

ジタル施工を弊社が行う場合

には、位置決め上の困難性が

低く、すべてのケースで施工 

リスクは限りなく低くなり、施工 

報告もデジタル化されます。 

土地形状を再確認し 

３D 測量データ化 

型枠設置位置１を 

デジタル位置決め 

12 辺 

型枠交点の７ヶ所を 

確認検査 

型枠設置位置２を 

デジタル位置決め 

18 辺 

地盤補強位置を 

デジタル位置決め 

95 ヶ所 
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